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Mechanics of Materials 1 　

2 後期(後半) 水曜･４時限 水曜･５時限 機械物理コース１年生，知能機械コース１年生

共通教育６１講義室 講義

非該当

(1)授業の達成目標 【授業で得られる「学位授与の方針」要素】 ⇔ 【授業の達成目標】
２６Tカリ

【26T～】共通教育による幅広い教養と，工学の専門分野におけ ・機械工学において重要な材料力学の基礎知識を身につけ，活
る基礎学力が身についている。 用できるようになる

・材料・設計分野において重要な材料力学の基礎知識を身につ
け，課題解決ができるようになる

⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

その他

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 本講義では，応力，ひずみの概念をベースとして，引張圧縮，ねじりなどの材料力学の主要項目を対象
として講義を行う．本講義では，受講者全員が必要十分な材料力学の基礎学力を習得することを目標と
する．

(5)授業計画 第１回 材料力学の基礎（前半）
第２回 材料力学の基礎（後半）
第３回 応力の定義と解析（前半）
第４回 応力の定義と解析（後半）
第５回 ひずみの定義と解析（前半）
第６回 ひずみの定義と解析（後半）
第７回 応力とひずみの関係（前半）
第８回 応力とひずみの関係（後半）
第９回 引張・圧縮による応力と変形（前半）
第１０回 引張・圧縮による応力と変形（後半）
第１１回 熱ひずみ・熱応力（前半）
第１２回 熱ひずみ・熱応力（後半）
第１３回 ねじりによる応力と変形（前半）
第１４回 ねじりによる応力と変形（後半）
第１５回 総合演習，授業アンケート
期末試験

※状況によっては，非同期のオンライン授業を併用して実施する場合があります．

(6)成績評価の方
法

授業中の課題(20点)および期末試験(80点)の成績によって総合的に評価する。
期末テストでは、授業内容についての理解度を、総合的・発展的な計算問題や記述問題を解くことに基
づき評価する。
出欠の確認は、出席確認システムを利用する。

(7)成績評価の基
準

授業で扱った例題などが解ければ「水準にある」，例題と同レベルの問題が解ければ「やや上にある」
，章末にあるような演習問題が解ければ「かなり上にある」，テキストの問題よりも難しい応用問題が
解ければ「卓越している」

(8)事前事後学習
の内容

各回の内容は教科書に沿って進行するので，教科書の該当部分における例題や章末問題などについて，
予復習をして授業に挑むことが望ましい．

(9)履修上の注意 特になし

(10)質問,相談へ
の対応

質問や相談は基本的にいつでも受け付けるが，教員が松本キャンパスに常駐していないので，授業中も
しくは授業後に質問することが望ましい．
メールで質問する場合は，時間に余裕をもって相談すること．
アドレスはnishimu@shinshu-u.ac.jp

(11)その他

【教科書】 日下貴之著「材料力学入門」数理工学社，（¥2450＋税）

【参考書】 荒井政大・後藤圭太著「基礎からの材料力学」日本機械学会（¥2500＋税），
石田良太・秋田剛著「材料力学」森北出版（¥2500＋税）


